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あ
な
た
の
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

区
民
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
！

や
公
園
の
ご
み
拾
い
、
掃
き
掃
除

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
日
集
め
ら
れ
た
約

16
ト
ン
の
ご
み
は
南
部
ま
ち
美
化

事
務
所
が
処
理
し
ま
し
た
。

<

女
子
二
部（
40
〜
54
歳
）>

優　

勝　

根
来
厚
子（
山
王
）

準
優
勝　

菅
原
頼
子（
久
世
）

第
三
位　

真
野
加
代
子
（
祥
栄
）

<

女
子
三
部（
55
歳
以
上
）>

優　

勝　

北
野
睦
美（
唐
橋
）

準
優
勝　

片
山
恵
子（
祥
栄
）

第
三
位　

高
田
蘭
子（
久
世
）

３
月
９
日
、
南
区
自
治
連
合
会

に
よ
る
平
成
25
年
度
最
後
の
南
区

一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

肌
寒
さ
が
残
る
春
の
日
和
の

中
、
今
回
も
多
く
の
区
民
の
皆
さ

ん
が
参
加
。
六
孫
王
神
社
で
は
開

始
式
を
実
施
し
、
そ
の
後
、
道
路

【
総
合
順
位
】

優　

勝　

久
世
体
振

準
優
勝　

唐
橋
体
振

第
三
位　

東
和
体
振

【
混
合
ダ
ブ
ル
ス
】（
以
下
、
敬
称
略
）

優　

勝　

高
井　

健
・

　
　
　
　

富
田
靜
恵
（
南
大
内
）

準
優
勝　

澤
邊　

勉
・

　
　
　
　

北
野
睦
美（
唐
橋
）

第
三
位　

桝
本
文
人
・

　
　
　
　

古
谷
淳
子（
久
世
）

【
個
人
】

<

男
子
一
部（
39
歳
以
下
）>

優　

勝　

高
井　

健（
南
大
内
）

準
優
勝　

後
藤
秀
雄（
唐
橋
）

第
三
位　

澤
邊　

勉（
唐
橋
）

<

男
子
二
部（
40
〜
54
歳
）>

優　

勝　

桝
本
文
人（
久
世
）

準
優
勝　

西
村
正
和（
久
世
）

第
三
位　

池
田
美
津
男
（
塔
南
）

<

男
子
三
部（
55
歳
以
上
）>

優　

勝　

高
橋
行
光（
唐
橋
）

準
優
勝　

上
倉
広
宣（
久
世
）

第
三
位　

竹
内
好
也（
梅
逕
）

<

女
子
一
部（
39
歳
以
下
）>

優　

勝　

河
嵜
ひ
と
み
（
東
和
）

準
優
勝　

加
藤
侑
子（
祥
豊
）

第
三
位　

開
原
優
子（
塔
南
）

３
月
２
日
、
平
成
26
年
「
消
防

記
念
日
」
表
彰
式
が
立
命
館
朱
雀

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
昭
和
23
年
の
消
防
組

織
法
施
行
を
記
念
し
て
設
け
ら
れ

た
「
消
防
記
念
日
」
に
ち
な
み
毎

年
実
施
。
地
域
の
防
火
・
防
災
活

動
の
推
進
な
ど
に
尽
力
し
、
災
害

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
15
時

○
５
月
９
日（
金
）　

元
東
和
小
学
校

○
５
月
14
日（
水
）　

元
山
王
小
学
校

問
＝
健
康
づ
く
り
推
進
課
（
☎
681
・
３
５
７
３
）

集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

ぼうさいぼうさいぼうさいぼうさいぼうさいぼうさいぼぼうさいぼうぼうさいうさいぼうさいさいさいぼうさいさいぼうさいぼうさいぼうさい
コーナーコーナー

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ

た
方
々
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

南
区
か
ら
は
４
名
、
12
団
体
、

５
事
業
所
が
表
彰
さ
れ
、
そ
の
功

績
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

《
市
長
表
彰
》

○
吉
祥
院
学
区
自
主
防
災
会

○
八
条
寺
内
町
南
自
主
防
災
部

○
エ
ル
シ
テ
ィ
西
大
路

　

自
主
防
災
部

○
社
会
福
祉
法
人
太
陽
の
家

　

京
都
事
業
本
部

○
社
会
福
祉
法
人
ゆ
う
あ
い
会

　

石
原
保
育
園

○
小
堀
誠（
東
和
学
区
）

○
木
村
作
也（
梅
逕
学
区
）

「
消
防
記
念
日
」

表
彰
式
を
開
催

３
月
２
日
、
第
57
回
南
区
民
卓

球
大
会
が
久
世
中
学
校
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
各
学
区
か
ら
選
抜
さ

れ
た
総
勢
120
名
が
参
加
。
観
客
が

熱
い
声
援
を
送
る
中
、
各
選
手
の

巧
み
な
ラ
ケ
ッ
ト
さ
ば
き
で
レ
ベ

ル
の
高
い
試
合
を
繰
り
広
げ
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。な

お
、
総
合
で
は
久
世
体
振
が

優
勝
し
ま
し
た
。

広
場
広
場

み
な
み
の

み
な
み
の

南
区
民
卓
球
大
会

総
合
優
勝
は

久
世
体
育
振
興
会

地
域
力（
み
な
み
力
）

で
ま
ち
を
美
し
く

南
区
一
斉
清
掃

３
月
14
日
、
「
平
成
25
年
度
第

２
回
市
民
し
ん
ぶ
ん
南
区
版
モ
ニ

タ
ー
会
議
」
を
南
区
役
所
で
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
読
者

よ
り
読
み
や
す
く
、親
し
み
や
す
い
紙
面
に

市
民
し
ん
ぶ
ん
南
区
版
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催

の
視
点
か
ら
の
紙
面
の
充
実
を
目

指
し
て
、
平
成
16
年
度
か
ら
実

施
。
25
年
度
の
活
動
を
締
め
く
く

る
こ
の
日
の
会
議
で
は
、
一
年
間

の
活
動
の
成
果
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
読
者
層
の
拡
大
に
向
け
た

工
夫
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

「
区
民
の
投
稿
を
募
集
す
る
区
民
参

加
型
の
記
事
が
あ
れ
ば
読
者
が
増

え
る
の
で
は
」
と
い
っ
た
意
見
が

出
さ
れ
、
今
後
も
区
内
の
様
々
な

情
報
を
発
信
し
、
区
民
の
皆
さ
ん

に
よ
り
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
の
公
募
モ
ニ
タ
ー

（
敬
称
略
）

◆
持
明
院
幸
子　

◆
田
中　

叡
峰

◆
増
田　

良
平　

◆
稲
生　

晃
士

◆
松
井　

憲
昭　

◆
木
畑　

邦
洋

◆
横
田　

正
和　

◆
森
口　

理
恵

平
成
26
年
度
も
市
民
し
ん
ぶ

ん
南
区
版
の
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
。

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
条
件　

区
内
在
住
又
は
通

勤
・
通
学
の
18
歳
以
上

活
動
内
容　

①
毎
月
、
市
民
し
ん

ぶ
ん
南
区
版
へ
の
感
想
等
を
提

出
、
②
年
２
回
程
度
開
催
す
る
会

議
に
出
席
（
平
日
の
昼
間
開
催
、

子
ど
も
の
同
伴
可
、
謝
礼
有
）

募
集
人
数　

５
名
程
度（
選
考
有
）

任
期　

平
成
27
年
３
月
末
ま
で

応
募
方
法　

①
住
所
、
②
氏
名
、

③
性
別
、
④
年
齢
、
⑤
職
業
、
⑥

通
勤
・
通
学
先
（
区
外
在
住
の
方

の
み
）、
⑦
電
話
番
号
、
⑧「
市
民

し
ん
ぶ
ん
南
区
版
」
へ
の
感
想
を

記
入
の
上
、
郵
送
又
は
FAX
で
地
域

力
推
進
室
へ
。

〒
601
・
８
５
１
１
（
住
所
記
載
不

要
）、
FAX 

671
・
９
６
５
３

申
込
締
切　

４
月
30
日（
水
）

当
日
消
印
有
効

※
選
考
結
果
は
５
月
中
に
通
知

問
・

＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

種類 コミュニティ回収 使用済
てんぷら油回収

落ち葉等
堆肥化活動

対象
古紙・古着・缶・
びん等を回収す
る団体

使用済てんぷら油
を定期的に回収す
る団体・個人

堆肥化を行う概
ね10世帯以上
の団体

助成
チラシ作成や活動費用の一部

上限15,000円 上限20,000円 上限50,000円
申込 平成27年３月31日（火）まで ２月27日（金）まで

市では障害のある方の日常生活の相談や福祉

サービスの利用援助などを行う「障害者地域生

活支援センター」を設置しています。

今年度からすべてのセンターが身体・知的・精

神の３障害の相談に応じます。どうぞご利用くだ

さい。

市では、ごみ減量を進める

取組への助成を行っていま

す。どうぞご活用ください。

問・ ＝南エコまちステーション（☎366-0188）

障害のある方の身近な相談窓口
「障害者地域生活支援センター」
をどうぞご利用ください

ごみ減量の取組に助成します！
登録団体等を募集

センター名 所在地 連絡先

らくなん 南区吉祥院西定成町35　京都市
洛南身体障害者福祉会館２階

電話 692-1139
FAX 691-4102

なごやか
サロン

中京区壬生東高田町１-15　京都市
こころの健康増進センター３階

電話 315-2240
FAX 314-0781

にしじん 上京区西堀川通元誓願寺上る
竪門前町414　西陣産業会館１階

電話 417-1630
FAX 451-3619

＜南区在住の方が利用できるセンター＞

※「なごやかサロン」のサロン（居場所の提供等）は引き続いて実施

《
消
防
局
長
表
彰
》

○
弘
道
学
区
自
主
防
災
会

○
九
条
住
宅
自
主
防
災
部

○
上
御
霊
町
中
自
主
防
災
部

○
山
内
町
自
主
防
災
部

○
芦
辺
町
自
主
防
災
部

○
下
殿
田
町
東
部
自
主
防
災
部

○
宮
ノ
東
町
南
部
自
主
防
災
部

○
京
都
十
条
団
地
自
主
防
災
部

○
京
都
液
化
ガ
ス
株
式
会
社

○
故
郷
の
家
京
都

○
株
式
会
社

　

Ｇ
Ｓ
ユ
ア
サ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

○
竹
ノ
内
淳
二（
陶
化
学
区
）

○
前
川
勝
六（
上
鳥
羽
学
区
）

○
山
王
学
区
防
災
女
性
部

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

問
＝
南
消
防
署
（
☎
681
・
０
７
１
１
）

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
赤
十
字
活
動
に
ご
協
力
を

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
国
内
外
で

の
災
害
時
の
救
護
・
復
興
支
援
活

動
を
は
じ
め
、
医
療
・
血
液
事
業

の
推
進
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

強
化
な
ど
、
人
道
的
な
事
業
を
幅

広
く
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
は
「
赤
十
字
運
動
月
間
」

と
し
て
、
南
区
赤
十
字
奉
仕
団
を

中
心
に
活
動
資
金
（
社
資
）
の
募

集
を
展
開
し
ま
す
。

　

区
民
の
皆
様
の
心
温
ま
る
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

らくなん進都のまちづくりを
進めるための支援

緑化への助成や企業立地促進のための土地
所有者への奨励金交付

※ 油小路通を中心に、概ね北は十条通、南は宇治川、東は
　東高瀬川、西は国道１号に囲まれた面積約607haの地区

市では南部創造のまちづくりの先導地区であ

る「らくなん進都※」において、緑化を行う企業・

地権者などへの助成や、企業立地を促進するた

めの土地所有者への奨励金交付を実施していま

す。まずはお問い合わせください。

南区では区民の皆さんによるまち

づくり活動を支援する「みなみ力で

頑張る！区民応援事業」を実施して

います。

今年度も「南区をもっと魅力あ

るまちにしたい」、「南区のために

今の活動を更に発展して取り組み

たい」など、熱い思いをお持ちの

皆さんによる活動の応募をお待ちしています。

対 象　区内で「南区基本計画（第２期）を推進するまち
づくり活動」を行う団体、グループ
　 （自治会等の各種団体、NPO、ボランティアグループ、

事業者、実行委員会など）

　※ 活動分野は地域力（みなみ力）、文化、スポーツ、

生涯学習、子育て、高齢者・障害者福祉、健康

づくり、環境、防災など

　※ 学区等を単位とした地域の安心・安全の取組への
補助枠もあります

内 容　対象経費から自己資金を差し引いた額の範囲内
で、対象経費の1/2又は100万円のいずれか低い方の
額（労力などの無償提供を金額に換算し、自己資金

の一部として積算できます）

申 込　４月15日（火）から区役所で配布の「募集の手
引き」をご参照いただき、申請書に必要事項を記入

の上、５月１日（木）～30日（金）（必着）に、地域力
推進室に郵送（〒601-8511（住所記載不要））又は直

接窓口へ。（募集の手引きと申請書は、４月15日（火）

から区役所ホームページでも入手できます）

※ 応募団体には書類審査後、６月上旬に開催予定の

「みなみ力で頑張る！区民応援事業審査委員会」で

プレゼンテーションを行っていただきます。その後、

６月下旬に採択事業を決定する予定です（採択団体

には事業実施後に別途開催する報告会で事業報告

を行っていただく場合があります）。

問・ ＝地域力推進室（☎681-3417）

問＝市まち再生・創造推進室（☎222-3503）

対 象　①油小路通に面する民有地で植樹等の
緑化を行う地権者・土地所有者など

　 ②らくなん進都内で100㎡以上の緑化を行う
企業

内 容　①の助成　緑の少ない箇所への高木の
植樹　経費の1/2（上限あり）　それ以外の
緑化　経費の1/3（上限あり）

　 ②の助成　屋上、壁面、地上の緑化　経費の
1/2（上限200万円。壁面緑化のみの場合は

上限100万円）

緑化助成

対 象　らくなん進都内の土地所有者で、製造業
等を営む企業への土地の売却などを行った方

内 容　①土地の売却　売却価格の2.85％（上
限500万円）　

　 ②土地の貸付け、貸し事業所の新築等　
　 当該土地の固定資産税・都市計画税相当額
の２年度分（単年度当たりの上限200万円）

企業立地促進のための土地所有者奨励金

「
み
な
み
力
で
頑
張
る
！ 
区
民
応
援
事
業
」の
活
動
紹
介

南
区
役
所
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す

３
月
13
日
、
あ
ん
し
ん
・
あ
ん

ぜ
ん
感
謝
式
が
上
鳥
羽
小
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
小
さ
な
お
せ
っ
か
い
は

上
鳥
羽
の
地
域
力
（
み
な

み
力
）」

見
守
り
活
動
へ
の
感
謝
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

【
団
体
：
あ
ん
し
ん
あ
ん
ぜ
ん

上
鳥
羽
推
進
委
員
会
】

こ
れ
は
登
校
時
の
見
守
り
活

動
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
、
下
校
時
の
見
守
り
活
動
を

行
っ
て
い
る
「
夕
陽
の
子
ど
も
見

守
り
隊
」
（
「
あ
ん
し
ん
あ
ん
ぜ
ん

上
鳥
羽
推
進
委
員
会
」
の
呼
び
か

け
に
よ
り
発
足
）
に
、
市
と
同
校

の
児
童
た
ち
が
、
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
も

の
で
す
。

当
日
は
全
校
生
徒
や
保
護
者

の
方
々
約
400
名
が
参
加
す
る
中
、

井
上
校
長
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
同
隊
に

市
教
育
長
の
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
全
校
生
徒
を
代

表
し
て
小
学
６
年
生
の
児
童
か
ら
、

「
雨
の
日
も
雪
の
日
も
私
た
ち
が
安

全
に
登
下
校
で
き
る
よ
う
に
、
見

守
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と

感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

皆さんのアイデアと実行力ある
 まちづくり活動を資金面からサポート！
平成26年度 「みなみ力で頑張る！
区民応援事業」の募集！

5/1（木）～
5/30（金）

募集期間

昨
年
11
月
か
ら
今
年
の
３
月

に
か
け
て
、
南
区
内
の
中
学
生
と

地
域
の
大
人
と
の
井
戸
端
会
議

「
ふ
れ
あ
い(

い
き
い
き)

ト
ー
ク
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
南
区
人
づ
く
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
実
行
委
員
会
と
区
内
５

つ
の
市
立
中
学
校
が
連
携
し
、
地

域
住
民
の
方
な
ど
の
協
力
を
得

て
、
平
成
14
年
度
か
ら
毎
年
開

催
。
通
算
50
回
の
節
目
を
迎
え
た

25
年
度
は
中
学
生
約
700
名
、
大
人

約
350
名
と
多
く
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

各
会
場
で
は
「
絆
」、「
勤
労
」、

「
地
元
を
知
ろ
う
」
な
ど
様
々
な

テ
ー
マ
で
、
中
学
生
と
大
人
が
膝

を
交
え
て
ト
ー
ク
を
展
開
。
参
加

対
話
で
広
が
る
中
学
生
と
大
人
の
交
流
の
輪

ふ
れ
あ
い（
い
き
い
き
）ト
ー
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

者
か
ら
は
、「
地
域
の
大
人
の
方

と
楽
し
く
話
す
こ
と
が
で
き
、
悩

み
の
相
談
に
も
乗
っ
て
も
ら
え
て

嬉
し
か
っ
た
」、「
中
学
生
が
自
分

の
意
見
を
持
ち
、
将
来
を
し
っ
か

り
考
え
て
い
る
こ
と
に
頼
も
し
く

思
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
あ
り
、

世
代
を
超
え
た
交
流
の
輪
が
一
層

広
が
り
ま
し
た
。

 　

昔
も
今
も
京
都
の
交
通
の
要
衝

と
な
っ
て
い
る
南
区
。
平
安
京
の

玄
関
口
だ
っ
た
「
羅
城
門
」
が

あ
っ
た
付
近
は
京
の
七
口
の
「
東

寺
口
」
に
も
あ
た
り
、
諸
街
道
の

へ
、
桂
川
を
渡
っ
て
向
日
町
、
長

岡
京
、
大
山
崎
、
西
宮
を
経
て
、

山
陽
道
に
つ
な
が
る
主
要
道
で
し

た
。
九
条
御
前
交
差
点
か
ら
西
に

斜
め
に
入
る
細
い
道
が
旧
街
道

で
、
桂
川
で
は
久
世
橋
が
で
き
る

明
治
時
代
ま
で
、
石
原
か
ら
渡
し

船
を
利
用
し
ま
し
た
。

　

竹
田
街
道
は
現
在
の
京
都
駅
八

条
口
付
近
か
ら
南
へ
下
り
、
勧
進

橋
で
鴨
川
を
渡
っ
て
伏
見
港
に
至

り
、
水
路
で
大
坂
に
つ
な
が
っ
た
街

道
で
す
。
江
戸
時
代
に
は
鳥
羽
街

道
と
並
ん
で
「
車
石
」
が
敷
設
さ

れ
た
主
要
道
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
諸
街
道
の
出
発
点
に
あ

た
る
羅
城
門
跡
の
南
側
交
差
点

「
九
条
旧
千
本
」
に
、
現
在
あ
る
歩

行
者
用
も
含
め
た
信
号
機
の
数
は

次
の
１
〜
３
の
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。

１　

９
基

２　

11
基

出
発
点
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

主
な
旧
街
道
と
し
て
は
鳥
羽
街

道
、
西
国
街
道
、
竹
田
街
道
が
あ

り
ま
す
。

　

鳥
羽
街
道
は
羅
城
門
跡
か
ら
千

本
通
を
南
へ
下
り
、
小
枝
橋
で
鴨

川
を
渡
っ
て
、
伏
見
区
淀
の
宮
前

橋
付
近
に
至
る
街
道
で
す
。
平
安

京
造
営
時
に
造
ら
れ
「
鳥
羽
作
り

道
」
と
も
呼
ば
れ
た
こ
の
道
は
、

江
戸
時
代
に
は
溝
を
掘
っ
て
レ
ー

ル
の
役
割
を
果
た
し
た
「
車
石
」

が
敷
設
さ
れ
、
大
坂
や
瀬
戸
内
な

ど
か
ら
の
物
資
を
京
に
搬
入
す
る

牛
車
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

西
国
街
道
は
羅
城
門
跡
か
ら
西

区
内
の
主
な
旧
街
道

３　

13
基

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
名

に
ト
ラ
フ
ィ
カ
京
カ
ー
ド
（
１
千

円
券
）
を
進
呈
。
解
答･

氏
名･

住

所･

年
齢･

紙
面
へ
の
感
想
を
記

入
の
上
、
は
が
き
又
は
FAX
で
地
域

力
推
進
室
へ
（
4
月
30
日(

水)

必

着
。
〒
601
・
８
５
１
１(

住
所
記
載

不
要)

、
FAX 

671
・
９
６
５
３
）。

当
選
者
に
は
、
後
日
記
念
品
を
送

付(

解
答
は
次
号
掲
載)

。

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

名神
高速
道路

名神
高速
道路

西国
街道

西国
街道JR

東海
道本
線

JR
東海
道本
線

Ｊ
Ｒ
東
海
道
新
幹
線

Ｊ
Ｒ
東
海
道
新
幹
線

鳥
羽
街
道

鳥
羽
街
道 竹

田
街
道

竹
田
街
道

勧
進
橋

勧
進
橋

小枝橋小枝橋

近
鉄
京
都
線

近
鉄
京
都
線

桂
川
桂
川

鴨
川
鴨
川

千
本
通

千
本
通

西
大
路
通

西
大
路
通

葛
野
大
路

葛
野
大
路

油
小
路
通

油
小
路
通

京都駅京都駅西大路駅西大路駅

1

171

171
24

羅城門跡羅城門跡

九条通九条通

十条通十条通

久世橋通久世橋通

東
寺
駅

東
寺
駅

その㉚

「
知
る
」「
見
る
」み
な
み

総合優勝された久世体振の皆さん

南区一斉清掃の様子

諸街道の出発点にあたる「羅城門跡」の
南側交差点「九条旧千本」

モニター会議の様子

この事業には
家庭ごみの有料
指定袋の収入が
使われています

あんしん・あんぜん感謝式の様子

久世中学校
（中学生171名、
大人75名参加）

九条中学校
（中学生73名、
大人50名参加）

洛南中学校
（中学生269名、
大人120名参加）

凌風中学校
（中学生72名、
大人36名参加）

八条中学校
（中学生117名、
大人55名参加） 救護訓練の様子


